















































ルシワム含量の聞には遠位部 (r=O.679)、中央部 (r=0.807)とも高い相関性を認めたが、 D1P法による
骨量と海綿骨カルシウム含量の問には各測定部位(遠位部r=0.214、中央部r=0.006)とも相関性を認め
なかった。
DIP法はDXA法およびカルシウム含量と高い相関性があり、骨量を反映することの出来る信頼のおける
検査法であることが再確認された。しかし、海綿骨の割合より多い中手骨遠位部は海綿骨の割合が10%程
度であり、 DIP法による骨量と海綿骨カルシウム含量との相関性も認められず、海綿骨の変化を見る短期
間の骨量変化追跡には適さないと考えられた。
以上の研究はDIP法がDXA法及び皮質骨のカルシウム量と高い相関関係があること中手骨の海綿骨カル
シウム量を反映しないことを示し、本測定法の限界ならびに皮質骨量を捉えるうえでの科学的恨拠を示し
たものである。よって本研究者は、博十〈医学)の学{立を授与されるに値すると認められた。
-376-
